
「
五
燈
舎
元
』
訳
註

石

里子

幹

自
国

は
じ
め
に

『
五
燈
命
日
元
』
と
は
、
十
問
宋
の
大
川
普
済
が
、
宋
代
以
前
の
五
灯
（
『
景
徳
停
燈
録
』
『
天
聖
虞
燈
録
』
『
建
中
靖
国
績
燈
録
』
『
聯
燈
舎
要
』

『
嘉
泰
普
燈
録
』
）
を
会
し
て
一
昔
一
回
と
成
し
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
灯
録
と
し
て
は
比
較
的
新
し
い
部
類
に
属
す
る
。
西
天
の
七
仏
、
釈
迦
牟
尼

仏
に
始
ま
り
、
東
土
の
菩
提
達
磨
を
経
て
徳
山
子
渦
禅
師
に
至
る
ま
で
、
実
に
千
五
百
人
以
上
に
亘
る
歴
代
の
祖
師
方
の
生
涯
、
伝
法
の
機
縁

等
を
綴
っ
た
こ
の
蓄
に
は
、
中
国
の
禅
宗
の
思
想
の
原
型
、

エ
ッ
セ
ン
ス
な
る
も
の
が
凝
集
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
中
国

禅
を
客
観
的
に
理
解
す
る
上
で
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
中
か
ら
特
に
、
中
国
の
禅
宗
の
開
祖
と

仰
が
れ
、
教
外
別
伝
、
不
立
文
字
と
い
っ
た
教
え
を
も
た
’
り
し
て
、
中
国
の
仏
教
の
思
想
の
流
れ
を
変
え
、
後
世
の
思
想
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
た
第
二
十
八
祖
菩
提
達
磨
の
章
の
訳
註
を
試
み
、
よ
っ
て
、

そ
の
人
物
、
及
び
、
思
想
に
対
す
る
理
解
の
一
助
と
し
た
い
。
尚
、
底
本
は

『大
日
本
綴
識
経
』
二
乙

・
十
一
所
収
の
も
の
を
用
い
、
併
せ
て
、
台
湾
の
徳
畠
出
版
社
本
、
及
び
、
蘇
淵
雷
黙
校
中
華
室
田
局
本
を
用
い
て
対

校
し
、

そ
れ
に
五
灯
及
び
そ
の
他
の
灯
録
類
を
加
え
、
対
照
し
て
訳
出
し
た
。

13 



14 

五
燈
合目元

宋

大
川
普
済
撰

東
土
祖
師

初
祖
凱
ロ
提
達
磨
大
師

”h、
一
、－

初
祖
菩
提
達
磨
大
師
者
、
南
天
性
一
国
香
至
王
第
三
子
也
。
姓
剃
帝
利
、
本
名
苅
ロ
提
多
羅
。
後
遇
二
十
七
祖
般
若
多
羅
至
本
図
受
王
供
養
、

知
師
密
迩
、
因
試
令
輿
二
兄
秘
的
所
施
賓
珠
、
稜
明
心
要
。
既
而
尊
者
謂
目
、
汝
於
諸
法
、
己
得
通
量
。
夫
達
磨
者
、
通
大
之
義
也
。
宣
名
達
磨
。

因
改
続
強
口
提
達
磨
。
祖
乃
告
尊
者
目
、
我
既
得
法
、
山
口
闇
往
何
園
而
作
僻
事
。
願
率
一開
示
。
者
目
、
汝
難
得
法
、
未
可
遠
遊
、
旦
止
南
天
、
待
吾

滅
後
六
十
七
載
、
世
間
往
時
一
民
旦
、
設
大
法
紫
、
直
接
上
根
。
慎
勿
速
行
、
衰
於
日
下
。
祖
又
目
、
彼
有
大
士
堪
策
法
務
否
。
千
載
之
下
有
留
難
奇
。

者
目
、
汝
所
化
之
方
、
獲
ぷ
口
提
者
不
可
勝
数
。
五
口
滅
後
六
十
銭
年
、
彼
園
有
難
。
水
中
文
布
、
自
善
降
之
。
汝
至
時
、
南
方
勿
住
。
彼
唯
好
有

馬
功
業
、
不
見
例
理
。
汝
縦
致
彼
、
亦
不
可
久
留
。
聴
吾
偏
回
、
路
行
跨
水
復
逢
羊
、
獄
白
栖
栖
暗
渡
江
。
日
下
可
憐
隻
象
馬
、
二
株
搬
桂
久

一
百
五
十
年
、
而
有
小
難
。
聴
吾
織
目
、
心
中
雄
吉
外
頭
凶
、
川
下
僧
房
名
不
中
。

自
国
自
国
。
又
問
目
、
此
後
更
有
何
事
。
者
目
、
従
是
己
去
、

盛
岡
遇
毒
能
生
武
子
、
忽
逢
小
鼠
寂
無
窮
。
文
問
、
此
後
如
何
。
者
目
、
却
後
二
百
二
十
年
、
林
下
見

一
人
、
常
得
道
果
。
聴
吾
織
目
、
渡
旦
雌

閥
無
別
路
、
要
偲
児
孫
脚
下
行
。
金
鶏
解
街
一
粒
一
果
、
供
養
十
方
縦
漢
僧
。
復
演
諸
備
、
持
預
識
悌
教
隆
替
。
事
回
一（
『
費
林
伝
』

及
『
聖
向
集
』
。



祖
恭
菓
教
義
、
服
勤
左
右
霊
四
十
年
、
未
嘗
一
般
関
。
及
尊
者
順
世
、
遂
演
化
本
図
。

初
祖
撚
口
提
達
磨
大
師
と
い
う
お
方
は
陶
イ
ン
ド
の
呑
至
王
の
第
三
王
子
で
あ
る
。

ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
の
族
姓
で
、
も
と
菩
提
多
羅
と
い
う
名
で

あ
っ
た
。
後
に

r度
二
十
七
祖
般
若
多
抑
制
尊
者
が
こ
の
図
に
や
っ
て
来
て
王
の
供
養
を
受
け
た
折
、
達
磨
大
師
の
か
く
れ
た
資
質
を
知
っ
た
為
、

そ
こ
で
試
し
に
二
人
の
兄
と
与
え
ら
れ
た
宝
玉
に
つ
い
て
弁
明
さ
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、
心
の
精
髄
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

た
後
に
、
般
若
多
羅
尊
者
は
言
っ
た
、

「
お
ま
え
は
諸
々
の
存
在
に
於
い
て
、
も
は
や
あ
ま
ね
く
最
度
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

そ
も
そ
も
『
達
ぃ
踏
』
と
は
あ
ま
ね
く
大
き
い
と

い
う
意
味
だ
。
達
・
騰
と
名
の
る
が
よ
か
ろ
う
。
」

そ
こ
で
名
を
菩
提
達
磨
と
改
め
た
。

初
祖
は
か
く
し
て
般
若
多
難
尊
者
に
申
し
上
げ
た
、

「
私
は
も
は
や
法
を
得
ま
し
た
が
、
ど
の
国
に
行
っ
て
仏
の
教
化
を
行
っ
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
か
教
え
示
し
て
下
さ
い
。
」

尊
者
、
「
お
ま
え
は
法
を
得
た
と
は
い
え
、
ま
だ
遠
方
に
ま
で
出
向
い
て
は
な
ら
な
い
。
私
が
滅
度
し
て
六
十
七
年
経
っ
て
か
ら
、
中
国
に

『五燈曾元J訳註

行
っ
て
偉
大
な
る
仏
の
教
え
と
い
う
薬
を
施
し
、
直
々
に
機
根
の
す
ぐ
れ
た
者
を
接
化
す
る
の
だ
。
く
れ
ぐ
れ
も
す
ぐ
に
行
っ
て
は
な
ら
ぬ
。

都
で
…
零
え
は
て
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
」

初
祖
は
さ
ら
に
言
っ
た
、
「
彼
の
地
に
は
法
を
付
嘱
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
菩
薩
は
い
る
で
し
ょ
う
か
。
今
後
千
年
に
、
修
行
を
妨
げ
る
よ
う

な
法
難
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
」

尊
者
、
「
お
ま
え
が
教
化
す
る
国
に
は
、
菩
提
を
得
る
者
は
数
え
切
れ
な
い
程
い
る
。
私
が
滅
度
し
て
か
ら
六
十
年
程
し
て
法
難
が
起
こ
る
。

15 

水
の
中
に
文
布
し
て
自
ら
よ
く
降
伏
せ
よ
。
お
ま
え
は
た
ど
り
着
い
た
な
ら
ば
、
南
の
方
に
は
留
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
。
彼
の
地
の
者
は
た
だ
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無
常
な
る
世
俗
の
事
業
を
好
む
ば
か
り
で
仏
の
理
法
を
見
な
い
。
お
ま
え
は
た
と
え
彼
の
地
に
行
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
長
く

は
留
ま
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
私
の
偶
を
聞
き
な
さ
い
、

『路
を
行
き
て
水
を
ま
た
ぎ
越
え
、
ま
た
羊
に
出
逢
い
、

た
だ

一
人
急
ぎ
人
知
れ
ず
揚
子
江
を
渡
る
。
都
に
は
美
し
い
こ
頭
の
象
と
馬
と
が

お
り
、
二
本
の
若
い
桂
が
長
ら
く
栄
え
繁
っ
て
い
る
。
』
」

さ
ら
に
尋
ね
た
、
「
こ
の
後
、
他
に
ど
の
よ
う
な
事
が
あ
り
ま
す
か
。
」

尊
者
、
「
甲
」
れ
以
後
、

百
五
十
年
経
っ
て
小
さ
な
法
難
が
あ
る
。
私
の
予
言
を
聞
き
な
さ
い
、

『
心
の
中
は
吉
で
も
、
お
も
て
は
凶
だ
。
川
下
の
僧
房
と
い
う
の
は
名
が
妥
当
で
は
な
い
。
毒
龍
に
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
武
子
を
生
み
は

し
た
も
の
の
、
ふ
と
小
さ
な
鼠
に
出
逢
う
や
、
永
遠
に
寂
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
ピ

さ
ら
に
尋
ね
た
、

「
こ
の
後
は
ど
う
で
す
か
。
」

尊
者
、
「
そ
の
後
二
百
二
十
年
し
て
林
の
も
と
に
一
人
の
者
が
現
れ
る
。
き
っ
と
仏
果
を
得
る
だ
ろ
う
。
私
の
じ
J

一言
を
聞
き
な
さ
い
、

『
中
国
は
は
る
か
か
な
た
と
は
い
え
、
別
の
道
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
子
孫
’
の
足
を
借
り
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
金
鶏
が
よ
く

一
粒
の
業
を

含
み
、
天
下
の
修
行
僧
等
を
供
養
す
る
。
』
」

さ
ら
に
ま
た
諸
々
の
偶
を
述
べ
ら
れ
た
が
、
全
て
仏
の
教
え
の
盛
表
を
前
も
っ
て
予
言
し
て
い
た
。
（
こ
の
事
は
『
宝
林
伝
』
及
び
、
『
聖由
同

集
』
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
）
初
祖
は
つ
つ
し
ん
で
教
え
を
受
け
、
お
そ
ば
に
仕
え
勤
め
て
四
十
年
に
も
な
ろ
う
と
し
て
い
た
が
、
決

し
て
や
め
て
し
ま
っ
た
り
欠
か
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
尊
者
が
示
寂
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
か
く
し
て
、
教
化
を
こ
の
国
に
敷
き
の
べ

た
の
で
あ
っ
た
。

j主

）
 

4
E
EA
 

（
 
大
川
普
済

南
宋
の
僧
。

字
は
大
川
。
『
五
燈
曾
元
』
の
撰
者
と
さ
れ
る
が
、
王
楠
の
序
に
あ
る
よ
う
に
、
正
し
く
は
、
慧
明
首
陸
が
五
燈
を
結
集
し
て



『五燈台元』沢註

一
・
苦
と
為
し
て
観
覧
の
使
を
図
り
、
そ
れ
を
沈
浄
明
が
財
貨
を
榔
っ
て
職
人
を
集
め
て
上
梓
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
大
川
普
済
が
手
助
け
を
し
、
書
物
が
山
米

上
が
る
や
、
保
庵
が
そ
の
一
部
を
携
え
て
王
櫛
の
所
に
米
て
序
を
つ
く
る
よ
う
に
求
め
、
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
『
五
燈
曾
元
』
と
し
て
完
成
す
る
に
到
っ
た
の

で
あ
り
、
普
済
は
直
接
の
撰
者
で
は
な
い
。
但
し
本
稿
で
は
、
続
蔵
経
等
の
記
述
に
従
っ
て
通
例
ど
お
り
普
済
撰
と
す
る
。

今
村
一
品
明
上
・峰
、
山
卒
．
主
燈
為

一
集
、
名
凶
五
燈
舎
元
、
使
於
観
覧
。
沈
居
上
、
相
財
鳩
工
、
銀
梓
於
泌
隠
寺
。
賀
大
川
老
、
脳
部
寺
賛
成
之
。
軟
成
、
保
降
、

携
一
部
米
両
三
懇
予
為
序
。
（
王
櫛
序
）

ω
五
灯
五
灯
及
び
そ
の
他
の
伝
記
の
成
立
年
代

・
撰
者
は
次
の
通
り
、

『総
高
僧
体
』

三
十
巻
・
・
・
・
・
・
貞
観
十
九
年
（
宮
町
）
道
宣

『費
林
仰
』
十
巻
・
・
・
・
・
・
氏
元
十
七
年
（
∞
O
H
）

智

矩

『
祖
堂
集
』

二
十
巻
・
・
・
・
・
・
保
大
十
年

S
S）
静

・
笥

1
『
景
徳
山
時
燈
録
』

三
十
巻
・
・
・
・
・
・
長
徳
元
年

C
o
o
S

道
原

2
『天
壁
崩
燈
録
恥
三
十
巻
・
・
・
・
・
・
天
翌
七
年
（
H
O
M
也
）
迎
鼠

『
侍
法
正
宗
記
』
九
巻
・
・
・
・
・
・
皇
裕
六
年
（
呂
田
H

）

契

嵩

3
『
建
中
靖
図
綴
燈
録
』

三
十
巻
・
・
・
・

・・
建
中
靖
国
元
年
（
H
H
O
H
）

維

白

4
『
聯
燈
愈
要
』
三
十
巻
・
・
・
・
・
・
淳
照
十
年
（
戸
∞
ω）
語

明

5
『
嘉
泰
普
燈
録
』

三
十
巻
・
・
・
・
・
・
嘉
泰
二
年
（
H
N
O
N
）

正

受

『
五
燈
禽
元
』
二
十
巻
・
・
・
・
・
・
淳
裕
十
二
年
（
H
M
m
N
）

普

済

ω
一
世田

『．4
燈
合
元
』
制
定
の
目
的
は
沈
浄
明
の
政
文
に
詳
ら
か
で
あ
る
。

遂
閲
華
般
大
綬
、
侍
蜂
諮
録
、
深
信
此
道
不
従
外
得
。
切
見
制
宗
語
要
目
パ
在
五
燈
、
巻
軟
浩
繁
、
頗
難
兼
閥
、
謹
就
景
徳
極
限
融
寺
命
諸
制
人
、
集
成

一
番、

名
日
五
燈
曾
元
、
以
使
観
覧
。
（
沈
浄
明
政
）

凶

剃

帝

利

E
丘
三
百
の
出回
写
。
王
族

・
武
人
階
級
を
言
う
が
、

『統
一
品
僧
体
』
、
『
侍
法
貨
紀
』
で
は
、
「
大
婆
羅
門
種
（
σ品
5
5
8
ω

僧
侶
階
級
）
に

作
る
。

ω
夫
達
磨
者
通
大
之
義
『
景
徳
縛
燈
録
』
は
「
遍
大
」
に
作
る

o
S
R
B仰
は
本
来
、
行
為
規
範
と
か
義
務
等
を
意
味
す
る
語
で
あ
り
、
転
じ
て
仏
教

で
は
、
教
え
、
盲
目
盟
、
存
在
と
い
っ
た
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
特
に
ア
ビ
ダ
ル
マ
教
学
で
は
、
「
自
ら
の
特
質
を
保
持
す
る
か
ら
ダ
ル
マ
で
あ
る
。

（ω〈
俗

E
W
3
H
M伶
’

S
月

g
包
乱
EHag与
）
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
何
ら
を
特
徴
、
．
つ
け
る
相
を
保
ち
続
け
る
も
の
、
或
は
ま
た
、
そ
の
特
徴
そ
の
も
の
を
保
ち

続
け
る
も
の
を
総
じ
て
門
口
高
「
吉
川
凶
と
咋
び
、
一
切
の
事
象
が
、
有
形
無
形
を
問
わ
ず
、
有
為
法
・
無
為
法
か
ら
成
る
五
位
七
十
五
法
と
い
う
区
分
に
分
類
さ
れ

17 
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般
若
多
羅
尊
者
と
の
問
答
に
も
あ
る
よ
う
に
（
於
諸
物
巾
、
法
性
最
大
〉
、
こ
こ
で
言
う
述
磨
と
は
、
個
々
の
事
象

・
事
物
と
い
う
よ
り
も
、
む

し
ろ
そ
う
い
っ
た
有
為
も
無
為
も
含
め
た
一
切
の
諸
事
象
の
本
米
の
盗
（
昏
R
5
9
5
・
法
性
）
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ω
待
吾
滅
後
六
十
七
載
般
若
多
羅
尊
者
の
入
滅
は
宋
の
孝
武
帝
の
大
明
元
年
（
孝
建
四
年
）
丁
酉
の
歳
（
合
斗）
の
こ
と
。
そ
の
六
十
七
年
後
は
梁
の
武

帝
の
普
通
凹
年
葵
卯
（
mNω
）
に
当
る
。
異
見
王
を
折
伏
し
て
巾
国
へ
行
化
に
向
う
時
の
事
を
言
う
。

仰

木

中

X
布
不
詳
。
文
化
布
教
の
怠
か
。
異
見
王
の
教
化
を
指
す
。

ω
路
行
跨
水
復
途
下
j

こ
の
識
備
に
つ
い
て
説
明
し
た
『
祖
堂
一
集
』
の
願
徐
に
よ
れ
ば
、
達
磨
が
南
イ
ン
ド
か
ら
海
を
波
っ
て
巾
国
に
到
る
も
、
梁
の

武
帝
と
機
縁
が
契
わ
な
い
こ
と
を
知
り
、
ひ
そ
か
に
揚
子
江
を
渡
っ
て
北
線
の
国
に
向
う
こ
と
、
部
に
は
志
公
と
仰
大
土
と
が
い
る
こ
と
、
少
林
寺
で
大
い

に
仏
法
を
行
ず
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
だ
と
す
る
。

間

一
百
五
十
年

『

祖

堂

集

』
、
『
体
法
正
宗
記
』
は
ご
百
五
年
」
に
作
る
。
大
明
元
年
の
一
百
五
十
年
後
は
側
年
で
階
の
時
代
に
な
り
不
適
。

一
百
五

年
後
は
刷
年
で
周
の
字
文
色
（
武
帝
）
の
即
位
の
歳
。
三
祖
僧
燦
の
年
代
に
当
る
。

仰
心
巾
踏
古
外
顕
凶

i

『
祖
堂
集
』
の
原
注
に
よ
れ
ば
、
後
周
の
武
帝
の
廃
仏
を
予
言
し
た
も
の
だ
と
す
る
。
文
帝
（
（
子
又
泰
〉
は
武
帝
（
（
子
・X
筒
｝
）
を
生

ん
だ
が
、
成
子
の
歳
に
た
ち
ま
ち
崩
御
し
た
と
言
う
。
但
し
武
帝
の
崩
御
は
廃
仏
の
凹
年
後
の
建
徳
七
年
〈
匂
∞
）
の
こ
と
。

ω
震
日
一
蹴
州
知
別
路
j

『
祖
堂
集
』
の
原
注
で
は
、
南
吊
の
懐
譲
が
江
西
の
馬
祖
道
一
に
法
を
付
与
す
る
こ
と
だ
と
す
る
。
即
ち
、
六
祖
慧
能
に
ま
で

伝
え
ら
れ
た
法
が
、
懐
譲
、
馬
祖
を
経
て
代
々
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
だ
と
言
う
。
第
三
句
の
「
街
」
は
、
徳
副
閉
山
版
社
本
、
巾
輩
出
国
間
同
本
は
「
御
」
に
作

る
が
、
続
蔵
本
、
『
祖
堂
集
』
、
『
天
聖
蹟
燈
録
』
、
及
び
、
『
悼
法
正
宗
記
』
で
は
、
「
街
（
ふ
く
む
）
」
に
作
る
。
今
こ
れ
に
従
う
。

問
復
演
諸
偲
i

『
天
聖
蹟
燈
録
』
、
『
停
法
正
宗
記
』
で
は
、
全
部
で
十
一
一
偶
（
『
侍
法
正
宗
記
』
で
は
十
二
倍
と
す
る
）
に
一
H
一っ
て
識
偲
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
尚
、
『
費
林
博
』
の
達
磨
伝
の
該
当
部
分
（
巻
第
七
）
は
現
存
せ
ず
、
『
聖
山
門
集
』
は
現
在
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

る
。
但
し
、

（
一
一
）

時
有
二
師
。

二
名
御
大
勝
多
。
本
興
組
問
問
時
十
例
陀
抜
陀
小
乗
静
観
。

御
大
先
既
遇
般
若
多
続
尊
者
、
捨
小
趣
大
、
輿
祖
並

一
名
俳
大
光
、

化
、
時
枕
二
廿
露
門
失
。
市
仰
大
勝
多
更
分
徒
而
矯
六
宗
。
第
一
有
相
宗
、
第
二
無
相
京
、
第
三
定
慧
宗
、
第
四
戒
行
京
、
第
五
無
得
京
、
第

六
寂
静
京
。
各
封
己
解
、
別
展
化
源
、
衆
浴
幡
隙
、
徒
衆
甚
盛
。
姐
晴
然
歎
目
、
彼
之
一
師
、
己
陥
牛
迩
、
況
復
文
離
繁
盛
市
分
六
宗
。
我
若



不
除
、
永
純
邪
見
。
言
己
、
微
現
神
力
、
至
有
相
宗
一
例
、
問
回
、

一
切
諸
法
、
何
名
賀
相
。
彼
衆
中
有

一
尊
長
薩
婆
線
、
答
目
、
於
諸
相
中
不

互
諸
相
、
是
名
賀
相
。
祖
目
、

一
切
諸
相
而
不
互
者
、
若
名
貧
相
、
品
目
間
何
定
邪
。
彼
目
、
於
諸
相
中
質
無
有
定
、
若
定
諸
相
、
何
名
局
賞
。
祖

目
、
諸
相
不
定
、
便
名
賀
相
。
汝
今
不
定
、
首
何
得
之
。
彼
目
、
我
言
不
定
、
不
説
諸
相
。
嘗
説
諸
相
、
茸
（
義
亦
然
。
祖
目
、
汝
言
不
定
、
常

病
質
相
。
定
不
定
故
、
即
非
質
相
。
彼
目
、
定
既
不
定
、
即
非
質
相
。
知
我
非
故
、
不
定
不
愛
。
祖
目
、
汝
今
不
袋
、
何
名
貧
相
。
己
後
己
往
、

其
義
亦
然
。
彼
日
、
不
愛
世
間
在
、
在
不
在
故
。
故
幾
貧
相
以
定
其
義
。
祖
目
、
貧
相
不
袋
、
繁
即
非
賞
。
於
有
無
中
、
何
名
貧
相
。
薩
婆
線
心

知
聖
師
、
懸
解
潜
達
、
即
以
手
指
虚
空
目
、
此
是
世
間
有
相
、
亦
能
空
故
、
比
国
間
我
此
身
、
得
似
此
否
。
祖
目
、
若
解
貧
相
、
即
見
非
相
。
若
了

非
相
、
革
〈
色
亦
然
。
世
間
於
色
中
、
不
失
色
鰭
。
於
非
相
中
、
不
磯
有
故
。
若
能
是
解
、
此
名
貧
相
。
彼
衆
聞
己
、
心
意
郎
然
、
欽
桂
信
受
。
祖

瞥
然
匿
跡
。
至
無
相
宗
所
、
問
目
、
汝
言
無
相
、
皆
同
何
証
之
。
彼
衆
中
有
波
線
堤
、
答
目
、
我
明
無
相
、
心
不
現
故
。
祖
目
、
汝
心
不
現
、
首

何
明
之
。
彼
自
、
我
明
無
相
、
心
不
取
捨
。
品
回
回
於
明
時
、
亦
無
嘗
者
。
祖
目
、
於
諸
有
無
、
心
不
取
捨
、
亦
又
無
品
目
問
者
、
諸
明
無
跡
。
彼
目
、

入
仰
三
妹
、
尚
無
所
得
。
何
況
無
相
而
欲
知
之
。
祖
目
、
相
既
不
知
、
誰
云
有
無
。
尚
無
所
得
、
何
名
三
昧
。
彼
目
、
我
説
不
託
、
託
無
所
証
。

非
三
昧
故
、
我
説
三
妹
。
祖
回
、
非
三
昧
者
、
何
台
間
名
之
。
汝
既
不
託
、
非
証
何
証
。
波
経
提
聞
祖
鱗
析
、
即
悟
本
心
、
磁
謝
於
祖
、
繊
悔
往

謬
。
祖
記
目
、
汝
嘗
得
果
。
不
久
証
之
。
此
園
有
魔
。
非
久
降
之
。
言
己
、
忽
然
不
現
。
至
定
慧
宗
所
、
問
目
、
汝
撃
定
慧
、
魚

一
篤
一
一
。
彼

『百

衆
中
有
婆
繭
陀
者
、
窓
口
目
、
我
此
J

定
怒
、
非
一
非
ニ
。
祖
目
、
既
非
一
二
、
何
名
定
禁
。
彼
日
、
在
定
非
定
、
鹿
慧
非
慧
。

不
二
。
祖
日
、
常
一
不
一
、
世
間
二
不
二
。
既
非
定
怒
、
約
何
定
怒
。
彼
日
、
不

一
不
二
、
定
慧
能
知
。
非
定
非
慧
、
亦
復
然
失
。
祖
目
、
慾
非

定
故
。
然
何
知
哉
。
不
一
不
二
、
誰
定
誰
慧
。
婆
繭
陀
闘
之
、
疑
心
泳
部
件
。
至
第
四
戒
行
宗
）
卵
、
問
目
、
何
者
名
戒
、
云
何
名
行
。
世
間
此
戒
行
、

一
即
非
－
、
ニ
亦

矯
一
策
二
。
彼
衆
中
有
一
賢
者
、
答
回
、

一
二
二
一

、
皆
彼
所
生
。
依
教
無
染
、
此
名
戒
行
。
祖
目
、
汝
言
依
教
、
即
是
有
染
。

一
二
倶
破
、
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何
言
依
教
。
此
二
進
背
、
不
及
於
行
。
内
外
非
明
、
何
名
矯
戒
。
彼
目
、
我
有
内
外
、
彼
己
知
覚
。
既
得
通
達
、
便
是
戒
行
。
若
説
違
背
、
倶

是
倶
非
。
言
及
清
浄
、
即
戒
即
行
。
祖
目
、
倶
是
倶
非
、
何
言
清
浄
。
既
得
通
故
、
何
談
内
外
。
賢
者
間
之
、
即
自
慨
伏
。
至
無
得
宗
所
、
問

目
、
汝
云
無
得
、
無
得
何
得
。
既
無
所
得
、
亦
無
得
得
。
彼
衆
中
有
賀
静
者
、
答
目
、
我
説
無
得
。
非
無
得
得
。
世
間
説
得
得
、
無
得
是
得
。
祖
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目
、
得
既
不
得
、
得
亦
非
得
。
既
云
得
得
、
得
得
何
得
。
彼
目
、
見
得
非
得
、
非
得
是
得
。
若
見
不
得
、
名
矯
得
得
。
祖
日
、
得
既
非
得
、
得

得
無
得
。
既
無
所
得
、
世
田
何
得
得
。
賓
静
聞
之
、
頓
除
疑
網
。
至
寂
寂
宗
所
、
関
目
、
何
名
寂
静
。
於
此
法
中
、
誰
静
誰
寂
。
彼
衆
中
有
尊
者
、

答
目
、
此
心
不
動
、
是
名
矯
寂
、
於
法
無
染
、
名
之
矯
静
。
祖
目
、
本
心
不
寂
、
要
偲
寂
静
。
本
来
寂
故
、
何
用
寂
静
。
彼
目
、
諸
法
本
空
、

以
空
空
跡
。
於
彼
空
空
故
名
寂
静
。
祖
白
、
空
空
己
空
、
諸
法
亦
爾
。
寂
静
無
相
、
何
静
何
寂
。
彼
尊
者
間
師
僧
議
、
割
然
関
悟
。
既
市
六
衆
、

威
誓
蹄
依
。
由
是
化
被
南
天
、
聾
馳
五
印
。
経
六
十
載
、
度
無
量
衆
。

そ
の
時
、
二
人
の
師
が
い
た
。

一
人
は
仏
大
先
、
も
う

一
人
は
仏
大
勝
多
と
い
う
名
で
、
も
と
も
と
初
祖
と
と
も
に
仏
陀
政
陀
か
ら
小
乗
の

禅
観
を
学
ん
で
い
た
。
仏
大
先
は
す
で
に
般
若
多
線
尊
者
に
出
会
っ
て
小
乗
の
教
え
を
捨
て
て
大
衆
の
教
え
に
向
か
い
、
初
祖
と
と
も
に
教
化

を
し
、
当
時
、
二
甘
露
門
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
他
方
、
仏
大
勝
多
は
さ
ら
に
学
徒
を
分
割
し
て
六
宗
と
し
た
。
第
一
は
有
相
宗
、
第
二
は
無
相

宗
、
第
三
は
定
慧
宗
、
第
四
は
戒
行
宗
、
第
五
は
無
得
宗
、
第
六
は
寂
静
宗
で
あ
る
。
そ
れ
そ
れ
が
自
己
の
見
解
に
捉
わ
れ
て
別
々
に
教
化
の

源
を
敷
き
の
べ

、
村
里
は
活
気
に
満
ち
、
学
徒
達
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
た
。
初
祖
は
深
く
た
め
息
を
つ
き
、
歎
き
悲
し
ん
で
言
っ
た
、

「
か
の
一
師
は
す
で
に
仏
の
教
え
の
痕
跡
に
陥
っ
て
い
る
。
ま
し
て
や
、

そ
の
上
さ
ら
に
ば
ら
ば
ら
に
栄
え
て
い
っ
て
六
宗
に
分
つ
と
は
。

も
し
私
が
取
り
除
い
て
や
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
永
遠
に
邪
な
見
解
に
捉
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
ろ
う
よ

言
い
終
わ
る
と
、
微
妙
に
神
通
力
を
現
し
て
有
相
宗
の
所
に
行
き
、
問
う
た
、

「
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
真
実
の
様
相
と
呼
ぶ
の
か
。
」

か
の
人
々
の
中
に
陵
婆
線
と
い
う

一
人
の
長
者
が
い
て
、
付
合
え
た
。

「
諸
々
の
様
相
の
中
に
於
い
て
、
諸
々
の
様
相
と
融
通
し
な
い
の
を
真
実
の
様
相
と
一
一
一一口う。」

初
組
、
「
全
て
の
様
相
が
融
通
し
な
い
の
を
も
し
真
実
の
様
相
と
言
う
の
な
ら
ば
、

一
体
ど
う
し
て
定
る
の
だ
。
」



彼
、
「
諸
々
の
様
相
の
中
に
は
、
実
に
定
っ
た
も
の
は
な
い
。
も
し
諸
々
の
様
相
を
定
っ
た
も
の
だ
と
し
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
真
実
と
呼

べ
ょ
う
か
。
」

初
祖
、
「
諸
々
の
様
相
が
定
っ
て
い
な
い
の
を
真
実
の
様
相
と
呼
ぶ
、
と
い
う
が
、

お
ま
え
は
、
今
定
っ
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、

一
体
ど
う

や
っ
て
こ
れ
を
得
る
の
だ
。
」

彼
、
「
私
が
定
っ
て
い
な
い
と
言
う
の
は
、
諸
々
の
様
相
（
の
方
）
に
つ
い
て
言
う
の
で
は
な
い
。
諸
々
の
様
相
に
つ
い
て
言
う
場
合
も
、

そ

の
意
味
は
同
じ
で
あ
る
よ

初
祖
、
「
お
ま
え
は
、
定
っ
て
い
な
い
も
の
が
真
実
の
様
相
だ
と
言
う
が
、
定
っ
た
も
の
と
定
っ
て
い
な
い
も
の
と
が

（
同
時
に
）
あ
る
か

ら
、
ま
さ
に
真
実
の
様
相
で
は
な
い
。
」

彼
、
「
（
そ
の
）
定
っ
た
も
の
と
い
う
の
は
定
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、

（
確
か
に
）
真
笑
の
様
相
で
は
な
い
。
私
の
過
ち
が
分
っ
た

か
ら
、
定
っ
て
い
な
い
、
と
言
う
の
は
、
変
化
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
」

初
祖
、
「
お
ま
え
は
、
今
変
化
し
な
い
の
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
真
実
の
様
相
と
呼
べ
よ
う
か
。
す
で
に
変
化
し
て
い
っ
た
場
合
で
も
、

そ
の

意
味
は
同
じ
こ
と
だ
。
」

彼
、
「
変
化
し
な
い
も
の
は
当
然
あ
る
べ
き
だ
。
存
在
す
る
場
合
と
存
在
し
な
い
場
合
と
が

（
両
方
）
あ
る
の
だ
か
ら
。

そ
れ
故
、
真
実
の

様
相
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
意
味
を
定
め
る
の
だ
。
」

f五燈舎元』訳註

初
祖
、
「
真
実
の
様
相
は
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
。
変
化
し
た
な
ら
ば
真
実
で
は
な
い
。
有
無
の
二
見
の
中
に
於
い
て
、

一
体
ど
の
よ
う
な

も
の
を
真
実
の
様
相
と
呼
べ
よ
う
か
。
」

薩
婆
羅
は
心
の
中
で
、
す
ぐ
れ
た
師
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

は
る
か
に
了
解
し
て
ひ
そ
か
に
通
達
し
、

そ
こ
で
、
手
で
虚
空
を
指
し
て
言
っ

た、
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「
こ
れ
は
世
間
の
存
在
と
い
う
様
相
（
有
相
〉

こ
れ
と
悶

で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
空
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
の
こ
の
身
体
に
つ
い
て
も
、
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じ
こ
と
が
あ
り
得
る
の
で
し
ょ
う
か
。
」

初
祖
は
言
っ
た
、
「
も
し
真
実
の
様
相
を
理
解
し
た
な
ら
ば
、
機
相
で
は
な
い
も
の
を
見
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
様
相
で
は
な
い
も
の
を
了
解

し
た
な
ら
ば
、

そ
の
形
あ
る
も
の
に
つ
い
て
も
ま
た
同
様
だ
。
形
あ
る
も
の
の
中
に
於
い
て
、
形
あ
る
も
の
そ
れ
自
体
を
失
う
こ
と
が
な
い
。

様
相
で
な
い
も
の
の
中
に
於
い
て
は
存
在
す
る
も
の
を
碍
げ
な
い
か
ら
。
も
し
こ
の
よ
う
に
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、

こ
れ
を
真
実

の
様
相
と
呼
ぶ
。
」

か
の
人
々
は
聞
き
終
る
と
、
心
が
明
ら
か
と
な
り
、

つ
つ
し
ん
で
礼
拝
し
て
教
え
を
信
じ
京
っ
た
。
初
祖
は
あ
っ
と
い
う
聞
に
行
方
を
く
ら

ま
し
た
。

無
相
宗
の
所
へ
行
き
、
問
う
た
、
「
お
ま
え
は
様
相
が
無
い
と
言
う
が
、

一
体
ど
う
や
っ
て
こ
れ
を
証
得
す
る
の
だ
。
」

か
の
学
徒
遠
の
中
に
波
羅
提
と
い
う
者
が
お
り
、
答
え
て
言
う
に
は
、

「
私
が
様
相
が
無
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
心
が
現
れ
な
い
か
ら
だ
。
」

初
祖
、
「
お
ま
え
は
、
心
が
現
れ
な
い
の
な
ら
ば
、

一
体
ど
う
や
っ
て
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
の
だ
。
」

彼
、
「
私
が
様
相
が
無
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
う
の
は
、
心
に
お
い
て
執
着
し
た
り
避
け
嫌
っ
た
り
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。

明
ら
か
に
す
る
時
に
於
い
て
、

同
時
に
、

そ
れ
に
当
た
っ
て
い
る
者
も
ま
た
い
な
い
の
だ
。
」

初
祖
、
「
諸
々
の
存
在
と
非
存
在
と
に
於
い
て
心
に
執
着
す
る
こ
と
も
避
け
嫌
う
こ
と
も
な
く
、

そ
の
上
、

そ
れ
に
当
た
っ
て
い
る
者
も
い

な
い
と
す
れ
ば
、

一
体
誰
が
無
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
だ
。
」

彼
、
「
仏
の
一一一昧
に
入
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
で
も
や
は
り
得
る
も
の
は
な
い
。
ま
し
て
や
、
ど
う
し
て
様
相
が
無
い
こ
と
な
ど
知
ろ
う
と

し
よ
う
か
。
」

初
祖
、
「
様
相
を
す
で
に
知
ら
な
い
以
上
、
誰
が
有
る
と
か
無
い
と
か
言
う
の
か
。

そ
れ
で
も
得
る
も
の
は
無
い
と
い
う
な
ら
ば
、

ど
う
し

て
三
昧
と
呼
ば
れ
る
の
か
。
」



彼
、
「
私
が
証
得
し
な
い
と
い
う
の
は
、
証
得
す
る
に
当
っ
て
、
証
得
さ
れ
た
も
の
が
無
い
と
い
う
こ
と
だ
。

三
昧
で
は
な
い
か
ら
、
私
は

三
昧
と
い
う
。
」

初
祖
、

「
三
昧
で
な
い
も
の
を
一
体
ど
の
よ
う
に
呼
ぶ
の
か
。
お
ま
え
は
す
で
に
証
得
し
て
い
な
い
と
い
う
が
、
証
得
さ
れ
な
い
も
の
を
、

ど
う
や
っ
て
証
得
す
る
の
だ
。
」

波
報
提
は
初
祖
の
弁
舌
分
析
を
聞
い
て
、

た
ち
ま
ち
本
来
の
心
を
悟
り
、
礼
拝
し
て
祖
に
詫
び
、
従
前
の
過
ち
を
機
悔
し
た
。
初
祖
は
授
記

し
て
言
っ
た
、

「
お
ま
え
は
き
っ
と
果
報
を
得
る
は
ず
だ
。

や
が
て
そ
れ
を
証
得
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
の
国
に
は
法
魔
が
現
れ
る
が
、
す
ぐ
に
こ
れ
を
降
伏

す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
よ

言
い
終
わ
る
と
、

た
ち
ま
ち
見
え
な
く
な
っ
た
。

定
都
一部
宗
の
所
に
行
き
、
問
う
に
は
、
「
お
ま
え
は
定
慧
を
学
ん
で
い
る
が
、

一
つ
で
あ
る
の
か
二
つ
で
あ
る
の
か
。
」

彼
の
学
徒
遠
の
中
に
婆
蘭
陀
と
い
う
者
が
い
て
、
答
え
て
言
う
に
は
、
「
私
の
こ
の
定
慧
は

一
つ
で
も
な
け
れ
ば
二
つ
で
も
な
い
。
」

初
祖
、
「
す
で
に
一
つ
で
も
二
つ
で
も
な
い
の
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
定
慧
と
呼
ぶ
の
か
。
」

彼
、
「
定
に
あ
っ
て
定
で
は
な
く
、
慧
に
あ
っ
て
慧
で
は
な
い
。

つ
で
は
な
く
、

一
つ
と
い
う
の
は

二
つ
と
い
う
の
も
ま
た
二
つ
で
は
な

『五燈曾元』訳註
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Lー

二
つ
の
と
き
に
は
こ
つ
で
は
な
い
。
（
こ
れ
ら
が
）
す
で
に
定
慧
で
な
い
の
な
ら
ば
、

一
体
何

初
祖
、
「

つ
の
と
き
に
は

つ
で
は
な
く
、

を
定
慧
と
約
言
す
る
の
だ
。
」

彼
、
「
一
つ
で
も
な
く
二
つ
で
も
な
い
こ
と
は
、
定
慧
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
定
で
も
な
く
慧
で
も
な
い
こ
と
も
ま
た
同
様
だ
。
」

初
祖
、
「
慧
は
定
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
う
し
て

（
そ
れ
を
）
知
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

一
つ
で
も
な
く
二
つ
で
も
な
い
な
ら
ば
、

23 

何
が
定
で
何
が
慧
な
の
か
。
」
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婆
関
陀
は
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
、
疑
念
が
氷
の
よ
う
に
解
け
去
っ
た
。

第
四
の
戒
行
宗
の
所
へ
行
き
、
問
う
に
は
、

「
ど
の
よ
う
な
も
の
を
戒
と
呼
び
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
行
と
呼
ぶ
の
か
。

こ
の
戒
と
行
と
に
於
い
て
は
、

一
つ
で
あ
る
の
か
、
二
つ
で
あ

る
の
か
。
」

彼
の
学
徒
遠
の
中
に

一
人
の
賢
者
が
お
り
、
答
え
て
ニ
一一口
う
に
は
、

「
一
つ
で
あ
る
の
も
こ
つ
で
あ
る
の
も
、

二
つ
で
あ
る
の
も
一

つ
で
あ
る
の
も
、
全
て
そ
れ
（
戒
行
）
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
だ
。
教
え
に
基
い

て
煩
悩
に
汚
さ
れ
な
い
、

こ
れ
を
成
行
と
呼
ぶ
。
」

初
祖
、
「
お
ま
え
が
教
え
に
基
く
と
言
う
の
は
煩
悩
が
有
る
の
に
他
な
ら
な
い
。

一
つ
で
あ
る
こ
と
も
二
つ
で
あ
る
こ
と
も
、
ど
ち
ら
も
破

棄
し
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
教
え
に
基
く
と
言
え
よ
う
。

こ
の
二
つ
の
も
の
が
く
い
違
っ
た
場
合
、
（
戒
が
）
行
に
及
ぶ
こ
と
は
な
く
、

内
と
外
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
何
を
戒
と
呼
ぶ
の
か
。
」

彼
、
「
私
に
内
と
外
と
が
有
る
こ
と
は
他
の
者
は
と
っ
く
に
分
っ
て
い
る
。
す
で
に
通
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、

そ
れ
こ
そ
が
戒
行

だ
。
も
し
、
く
い
違
う
と
一
一
一一口
う
の
な
ら
ば
、
ど
ち
ら
も
正
し
い
か
、
あ
る
い
は
、
ど
ち
ら
も
間
違
っ
て
い
る
か
、
だ
。

言
葉
が
清
浄
に
達
す
る

こ
と
こ
そ
、
戒
で
あ
り
、
行
な
の
だ
。
」

初
祖
、
「
ど
ち
ら
も
正
し
い
か
、
ど
ち
ら
も
間
違
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
清
浄
と
言
え
よ
う
。
す
で
に
通
達
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
か
ら
に
は
、

ど
う
し
て
内
と
外
と
を
諮
る
こ
と
が
あ
ろ
う
よ

賢
者
は
こ
れ
を
聞
い
て
、

た
ち
ま
ち
自
ら
恕
協
し
服
従
し
た
。

無
得
宗
の
所
に
行
き
、
問
う
に
は
、
「
お
ま
え
は
得
る
こ
と
が
無
い
と
い
う
が
、
得
る
こ
と
が
無
い
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
得
る

の
か
。
す
で
に
得
ら
れ
た
も
の
が
無
い
以
上
、
得
を
得
る
こ
と
も
無
い
の
だ
ろ
う
。
」

彼
の
学
徒
遠
の
中
に
宝
静
と
い
う
者
が
お
り
、
答
え
て
い
う
に
は
、



「
私
が
得
る
こ
と
が
無
い
と
い
う
の
は
得
を
得
な
い
の
で
は
の
な
い
。
得
を
得
る
と
言
う
に
当
た
っ
て
、
得
た
も
の
が
無
い
、
と
い
う
の
が

得
る
こ
と
な
の
だ
。
」

初
祖
、
「
（
所
）
得
を
す
で
に
得
な
い
以
上
、
得
る
、
と
い
う
こ
と
も
ま
た

（
能
）
得
で
は
な
い
。
す
で
に
得
を
得
た
、
と
言
っ
て
い
る
か

ら
に
は
、
そ
の

（
所
）
得
を
（
能
〉
得
た
、
と
い
う
の
は
、
何
を
得
た
の
か
。
」

彼
、
「
得
を
見
て
も
得
で
は
な
い
、
得
で
は
な
い
こ
と
が
得
な
の
だ
。
も
し
、
得
な
い
こ
と
を
見
た
な
ら
ば
、
得
を
得
た
、
と
呼
ぶ
。
」

初
祖
、
「
得
が
す
で
に
得
で
な
い
な
ら
ば
、
得
を
得
る
、
と
い
う
の
も
（
結
果
と
し
て
の
）
得
は
な
い
。
す
で
に
得
を
得
た
、
と
言
う
か
ら

に
は
、
得
を
得
た
、
と
い
う
の
は
何
を
得
た
の
か
。
」

宝
静
は
こ
の
こ
と
を
間
い
て
、

た
ち
ま
ち
疑
い
の
網
を
除
き
去
っ
た
。

寂
静
宗
の
所
に
行
き
、
問
う
に
は
、

「
ど
の
よ
う
な
も
の
を
寂
静
と
呼
ぶ
の
か
。

こ
の
存
在
の
中
に
於
い
て
、
何
が
静
で
何
が
寂
な
の
か
。
」

彼
の
学
徒
達
の
中
に
長
老
が
お
り
、
答
え
て
言
う
に
は
、

「
こ
の
心
が
動
揺
し
な
い
こ
と
を
寂
と
呼
び
、
存
在
に
於
い
て
煩
悩
に
汚
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
静
と
呼
ぶ
。
」

初
祖
、
「
本
来
の
心
が
寂
で
な
い
な
ら
ば
、
寂
静
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
来
、
寂
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て
寂
静
を
必
要
と
し
ょ

『五燈台元』沢註

う
か
。
」

彼
、
「
諸
々
の
存
在
が
本
来
寂
だ
と
い
う
の
は
、
空
空
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
空
空
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
『
寂
静
』
と
呼
ぶ
の
だ
。
」

初
祖
、
「
『
空
空
』
と
い
う
の
は
も
と
よ
り
空
で
あ
り
、
諸
々
の
存
在
も
ま
た
同
様
だ
。
寂
静
に
様
相
は
無
い
。

一
体
、
何
が
静
で
、
何
が

寂
な
の
か
。
」

か
の
長
老
は
大
師
の
教
え
を
聞
い
て
、
か
ら
り
と
悟
り
を
開
い
た
。

25 

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
六
宗
の
者
逮
は
皆
帰
依
す
る
こ
と
を
怒
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
教
化
は
嗣
イ
ン
ド
を
漉
い
つ
く
し
、
名
声
は
イ
ン
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ド
全
国
に
広
ま
っ
た
。
六
十
年
が
経
っ
て
、
数
え
切
れ
な
い
程
多
く
の
衆
生
を
済
度
し
た
の
で
あ
っ
た
。

キ－

ω
仰

大

先

回

c
E
F
S
O
S
或
は
仰
陀
斯
那
に
作
る
。
カ
シ
ミ
！
ル
の
説

一
切
有
・
部
の
禅
法
の
伝
持
者
。
『
山
＝．
綴
記
集
』
巻
第
九
所
収
の
獄
遠
の
「
雌

山
出
修
行
方
便
料
経
序
第
十
四
」
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
、

今
之
所
謬
、
山
内
述
時
多
経
興
俳
大
先
。
吐
（
人
酋
域
之
俊
制
訓
之
宗
。
製
集
線
要
勤
務
大
釆
。
弘
教
不
刷
版
、
有
詳
略
之
巽
。
述
・
隊
多
羅
閥
衆
篇
於
同
道
、

開
一
色
漏
恒
沙
、
其
矯
観
也
。

・・・・・・
悌
大
先
以
爵
澄
源
引
流
、
国
｛
且
有
漸
。
是
以
始
自
二
道
関
甘
露
門
。

問

併

陀

政

陀

∞

E
s
s
g仏

3
文
、
併
陀
政
陀
維
に
作
る
。
漢
訳
は
究
賢
。
迦
維
羅
衡
の
人
。
『
述
磨
多
羅
締
綴
』

二
巻
を
山
し
、

『大
方
償
悌
華
般

経
』
六
十
巻
を
訳
出
す
る
。
『
一
回
同
僧
侍
』
巻
第
二
の
併
陀
抜
陀
経
伝
に
は
、

余
云
有
例
陀
政
陀
者
。
出
生
天
竺
那
珂
利
城
、
族
姓
相
承
世
迎
道
却
す
。
廿
子
、
重
枇
出
家
己
通
解
綴
論
、
少
受
業
於
大
都
師
仰
大
先
。
先
時
亦
在
附
賓
。
ル
謂
綴

目
、
可
以
振
維
僧
徒
｛
且
授
締
法
者
、
併
陀
抜
陀
村
山
人
也
。

と
あ
る
よ
う
に
、
少
く
し
て
仏
大
先
か
ら
業
を
受
け
た
と
さ
れ
、
こ
こ
の
記
述
と
は
逆
で
あ
る
。

ω
甘

露

門

廿

認

は

mwB「
S

不
死
の
霊
薬
を
言
う
。
そ
の
不
死
の
霊
薬
の
如
き
仏
の
教
え
を
伝
え
、
悟
り
へ
と
導
く
者
の
こ
と
。

凶
牛
迩
『
維
摩
詰
所
説
綴
』
第
三
弟
子
品
の
語
。
小
乗
の
教
え
に
喰
え
て
言
う
。

欲
行
大
道
英
示
小
径
。
無
以
大
海
内
於
牛
跡
。
知
市
以
日
光
等
彼
強
火
。

間

有

相

衆

相

は

E
E
g
m
F
特
質

・
姿

・
あ
り
方
の
こ
と
。
こ
の
世
の
中
の
存
在
が
実
有
の
特
質
を
有
す
る
と
執
す
る
者
述
。
以
下
の
ふ
ハ
宗
と
の
問
答
は

立
以
徳
山
神
燈
録
』
以
降
に
加
錯
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
世
の
創
作
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
無
い
が
、
単
な
る
無
窓
昧
な
言
葉
の
や
り
と
り
で
は
な
く
、

一
応
そ
れ
な
り
に
筋
の
通
っ
た
議
論
が
為
さ
れ
て
い
る
。
教
理
学
的
な
も
の
に
通
じ
た
達
磨
像
が
こ
こ
で
は
強
制
さ
れ
て
い
る
。

山
川
賞
栂
不
鑓
幾
即
非
質
先
に
雌
婆
維
が
言
っ

た
「
不
変
」
は
有
無
断
常
の
二
辺
の
不
変
、
こ
こ
で
達
磨
が
答
え
た
「
不
変
」
は
真
如
不
変
の
朗
、
全

て
の
存
在
の
真
実
の
あ
り
方
を
言
う
。

m
此
H

定
問
問
有
相

i

「
虚
空
」
は
ア
ピ
ダ
ル
マ
教
学
で
は
無
為
法
（
因
縁
に
よ
っ
て
伶
成
さ
れ
た
も
の
だ
は
な
い
も
の
）
を
言
い
、
大
乗
仏
教
で
は
真

如
そ
の
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
大
空
は
有
と
い
う
あ
り
方
を
備
え
て
い
な
が
ら
、
し
か
も
同
時
に
寂
滅
無
相
の
空
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。

ω
首
於
色
巾
不
失
色
鵠
色
（
呂
志
）
と
は
、
住
成
変
化
し
、
他
の
物
を
障
碍
す
る
も
の
の
こ
と
で
あ
り
、
必
ず
し
も
形
あ
る
も
の
ば
か
り
を
指
す
と



『Ti.煉合元』訳註

こ
こ
で
は
形
あ
る
も
の
と
訳
し
た
。
『
山
三
蔵
記
集
』
巻
第
九
所
収
の
慧
観
法
師
の
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は
限
ら
な
い
が
、
空
に
対
す
る
現
象
界
の
物
質
的
存
在
と
い
う
窓
味
で
、

「
修
行
地
不
浄
観
綬
序
第
十
六
」
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
、

達
磨
多
羅
、
臨
衆
篇
於
同
道
、
間
一
色
民
恒
沙
、
党
（
震
観
也
。
明
起
不
以
生
滅
不
以
索
。
離
往
復
無
際
、
而
未
始
出
於
如
。
故
目
、

色
則
是
如
、
如
則
是
色
。

も
し
実
相
を
悟
っ
た
な
ら
ば
、
様
相
を
も
た
な
い
も
の
（
空
）
を
見
、
そ
の
様
相
を
も
た
な
い
も
の
を
了
解
し
た
な
ら
ば
、
（
様
相
を
有
す
る
）
物
質
的
存
在

を
も
亦
た
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
そ
れ
は
、
色
（
物
質
的
存
在
）
と
空
と
い
う
あ
り
方
と
が
相
即
融
和
し
、
諸
々
の
色
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ら

個
々
の
色
を
碍
げ
あ
う
こ
と
の
無
い
あ
り
方
（
真
如
）
を
言
う
。

ω
無
相
宗
全
て
の
存
在
に
は
柚
（
姿

・
あ
り
方
）
が
無
い
と
し
、
そ
の
無
梱
を
訂
得
す
る
者
も
征
得
さ
れ
る
も
の
も
亦
た
無
い
と
す
る
立
場
。
能
取
（
句

削
E
E
・
川u
田
卓
也
）
所
取
（
句
削

F
E
・
所
取
）
と
を
否
定
す
る
点
で
は
唯
識
説
に
近
い
と
言
え
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
正
し
い
見
解
で
は
な
い
。

ω
諸
明
無
紋
『
長
徳
体
燈
録
』
、
『悼
法
正
宗
記
』
は
い
ず
れ
も
「
誰
」
に
作
る
。
今
依
り
て
解
す
。

ω
定
怒
宗

三
学
（
成

・
定

・
恐
）
の
う
ち
の
智
慧
と
禅
定
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
も
の
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
亦
た
一
つ
の
も
の
と
し
て
あ
る

の
で
も
な
く
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
が
智
識
に
あ
っ
て
は
智
慧
で
は
な
く
、
禅
定
に
あ
っ
て
は
禅
定
で
は
な
い
と
い
う
、
智
慧
と
禅
定
と
に
闘
し
て
定
っ

た
見
解
を
持
た
な
い
立
場
。

ω
戒
行
宗
律
蔵
（
教
え
）
に
基
く
戒
律
と
そ
れ
を
実
際
に
行
ず
る
修
行
と
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
る
。
た
と
え
戒
律
と
実
践
と
が
一
致
し
な
く
て
も
、

教
え
に
基
い
た
無
漏
清
浄
な
る
言
葉
こ
そ
が
戒
行
な
の
だ
と
言
う
論
者
に
対
し
て
、
達
磨
は
、
そ
れ
ら
が
互
い
に
一
致
し
な
い
場
合
、
そ
れ
ら
が
共
に
正
し

い
と
い
う
こ
と
な
ど
な
く
、
ど
ち
ら
も
間
違
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
も
と
よ
り
清
浄
で
は
な
い
と
し
、
戒
律
と
修
行
と
が
本
当
に
一
つ
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
と

さ
ら
に
語
る
べ
き
も
の
な
ど
は
な
い
と
し
て
論
者
の
説
を
斥
け
る
。

ω
無
得
宗
「
得
得
」
と
は
可
得
（
得
ら
る
べ
き
も
の

・
対
象
）
を
得
る
こ
と
を
言
う
。
こ
こ
で
言
う
「
無
得
」
と
は
、
主
客
や
有
無
を
離
れ
た
、
い
わ

ゆ
る
無
所
得
の
境
地
を
言
う
の
で
は
な
く
、
単
に
対
象
を
得
る
に
際
し
て
得
る
と
い
う
こ
と
が
無
い
と
い
っ
た
状
態
を
言
い
、
そ
の
よ
う
な
状
態
を
得
る
こ

と
こ
そ
が
無
得
だ
と
言
う
。
こ
れ
に
対
し
て
達
磨
は
、
得
ら
れ
る
べ
き
得
（
所
）
も
得
る
と
い
う
行
為
（
能
）
も
ど
ち
ら
も
無
い
の
な
ら
、
「
得
（
所
）
を
得
る

（
能
）
」
と
い
う
の
は
結
局
本
当
に
何
も
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
縛
駁
す
る
。

ω
寂
静
宗
人
無
我
（
此
心
不
動
）

・
法
制
…
我
（
於
法
無
染
）
で
あ
る
と
い
う
「
寂
静
」
を
様
扮
す
る
論
者
に
対
し
て
、
本
米
の
心
（
人
）
は
も
と
よ
り

皐
・
克
空
寂
で
あ
り
、
諸
々
の
存
在
（
法
〉
も
亦
た
本
米
寂
滅
無
相
な
の
で
あ
る
か
ら
、
固
定
的
な
袋
か
た
ち
と
し
て
捉
え
名
づ
け
る
べ
き
「
寂
静
」
な
ど
無

い
と
す
る
。

mw
空
空

色
不
離
如
、

如
不
離
色
。

内
エ
亦
復
空
。
諸
々
の
存
在
は
本
米
空
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
「
宅
」
だ
と
す
る
そ
の
こ
と
も
亦
た
空
で
あ
り
、
畢
完
不
可
得
で
あ
る
こ
と
。
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(16) 

五
EIJ 

五
印
度
。
イ
ン
ド
を
東

・
酋

・
南

・
北

・
中
に
分
け
て
言
う
。
イ
ン
ド
全
体
を
指
す
。

（
い
し
の

み
き
ま
さ

中
国
哲
学
）


